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は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　  

早
い
も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
付

託
を
受
け
て
町
長
に
就
任
し
、
２
月
19
日

で
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

日
々
、
緊
張
感
を
持
ち
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
身
近
に
い
る
議
会
の
皆
さ
ま
へ
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
努
め
、
職
員

を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
な
が
ら
町
政
運
営
す
る

よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

円
安
と
物
価
高
は
日
本
国
内
に
横
た

わ
り
、
物
価
高
対
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
方
そ
し
て
多
く
の
方
々
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

２
月
28
日
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ラ
ン
を
攻
撃
し
た
こ
と
が
、
今
後

ど
う
日
本
に
、
経
済
に
、
生
活
に
影
響
す

る
の
か
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
課
題
は
、

一
朝
一
夕
に
改
善
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
内
の
出
生
数
は
平
成
28
年
に

１
０
０
万
人
を
割
り
、
令
和
６
年
に
は

68
万
人
台
に
な
り
ま
し
た
。
国
や
県
、
町

が
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
応
援
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
結
婚
や
出
産
、
子
育
て

に
対
す
る
大
き
な
意
識
変
化
が
な
い
限
り

変
化
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
わ
せ

た
更
新
、
い
わ
ゆ
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

  

働
き
手
不
足
の
大
き
な
課
題
　  

経
営
者
の
方
々
に
話
を
伺
う
と
、
社

員
、
従
業
員
の
確
保
が
厳
し
い
と
の
話
が

多
く
、
高
卒
で
の
新
卒
採
用
は
す
で
に
止

め
ら
れ
て
い
る
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

各
事
業
所
や
企
業
で
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん

で
も
一
人
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
商
工
業
分
野
で
起
業
し

た
２
人
、
事
業
承
継
し
た
１
人
が
就
業
か

ら
２
年
が
経
過
し
、
農
林
商
工
業
就
業
祝

い
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
地
域
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ

く
、
そ
う
い
う
芽
生
え
も
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
事
業
承
継
を
含
め
て
関
係
機
関
と

連
携
し
て
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

寄
附
金
額
は
過
去
最
高
　
　
　  

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

が
昨
年
９
月
に
無
く
な
り
、
駆
け
込
み
需

要
で
９
月
に
寄
附
金
額
が
大
き
く
伸
び
ま

し
た
。
一
方
で
例
年
12
月
に
多
か
っ
た
部

分
が
先
食
い
さ
れ
た
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、昨
年
度
の
約
２
億
８
千
万
円
を
超
え
、

初
の
３
億
円
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
た
ら
ぎ
財
団
の

頑
張
り
、
そ
し
て
返
礼
品
出
品
者
の
頑
張

り
な
ど
が
実
を
結
ん
で
き
た
結
果
で
す
。

ま
だ
伸
び
代
は
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
変
化
す
る
ル
ー
ル
を
把
握
し
な
が
ら

の
財
源
確
保
、
返
礼
品
と
な
る
地
域
の
農

産
物
へ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
付
け
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

農
業
分
野
へ
の
対
応
　
　
　
　  

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
５
年
間
で
農
家
が
34
万
２
千

人
減
り
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

１
０
２
万
１
千
人
と
な
り
ま
し
た
。
資
材

の
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
で
、
廃
業
、
離

農
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
、
寄
り
添
っ
た
事
業
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
球
磨
人
吉
一
帯
で
国
、

県
に
対
す
る
要
望
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

  

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
に  

大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
は
頻
発
化
・
多
発
化
し
て
い
ま
す
。
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
で
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
り
、
被
害
の
減
少
に
よ
っ

て
復
旧
復
興
の
時
間
、
費
用
が
大
き
く
減

少
で
き
ま
す
。
指
定
避
難
所
で
あ
る
町
民

体
育
館
な
ど
の
空
調
設
備
整
備
、
物
資
搬

送
な
ど
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
「
電
話
で
お
金
詐
欺
」

の
手
口
が
巧
妙
化
、
頻
発
化
、
暴
力
化
し

て
お
り
、
多
良
木
警
察
署
管
内
で
も
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
防
犯
力
を
高
め
て

犯
罪
者
が
敬
遠
す
る
町
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
各
種
施
策
に
加
え
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

  

木
材
需
要
の
創
出
　
　
　
　
　  

コ
ロ
ナ
禍
に
は
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で

国
産
材
の
需
要
が
高
ま
り
、
価
格
が
上
昇

し
ま
し
た
。
今
後
、
木
材
需
要
の
創
出
を

国
、
県
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
適
正
に
森
林
を
管
理
す
る
中

で
、
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
、
公
益
的

機
能
を
維
持
、
拡
大
し
な
が
ら
、
防
災
力

強
化
の
各
事
業
と
連
動
し
て
、「
多
良
木

町
強
靭
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

奥
球
磨
の
未
来
に
つ
な
が
る
　  

観
光
面
で
は
、
起
爆
剤
が
必
要
で
す
。

球
磨
郡
で
唯
一
の
国
史
跡
「
多
良
木
相
良

氏
遺
跡
」
の
保
存
・
活
用
を
図
り
、
青
蓮

寺
阿
弥
陀
堂
内
の
阿
弥
陀
三
尊
の
さ
ら
な

る
価
値
付
け
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
８
年
度
上
半
期
に
再
開
予
定
の
く
ま

川
鉄
道
「
東
多
良
木
駅
」
の
名
称
も
多
良

木
相
良
氏
に
関
係
す
る
駅
名
に
変
更
要
望

を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
無
形
文
化

財
「
球
磨
拳
」
を
、
町
の
知
名
度
を
高
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、今
年
度
も
保
存・

継
承
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
の
教
育

目
標
の
も
と
で
特
に
学
力
向
上
、
不
登
校

対
策
に
し
っ
か
り
連
携
を
と
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

多
良
木
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
議
会
定
例
会
議
で
答

弁
し
た
と
お
り
、
令
和
８
年
度
中
に
方
針

を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

働
く
環
境
の
改
善
に
　
　
　
　  

昨
年
度
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
し
た
。
住

民
の
方
が
委
縮
し
、
正
当
に
意
見
や
要
望

を
言
え
な
い
の
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
有
効

に
活
用
し
て
、
職
員
が
精
神
的
に
も
安
心

し
て
働
き
や
す
い
環
境
、
今
後
の
職
員
の

確
保
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

さ
い
ご
に
　
　
　
　
　
　
　
　  

私
は
、「
未
来
は
今
に
あ
る
」
と
の
考

え
の
も
と
、危
機
と
町
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
皆
さ
ま
と
共
有
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
今
の
暮
ら
し
を
守

り
、人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
踏
ま
え
、

未
来
を
見
据
え
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
防
災

力
、
防
犯
力
の
高
い
、
安
心
安
全
で
夢
と

希
望
の
も
て
る
町
」
に
向
け
て
新
年
度
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令和８年度の主な取り組み

　　生活と暮らし　　　　　　　　　　　 

小学校周辺の区画線整備
水路転落防護柵設置
集落道整備
町道中島線改良工事
町道蓑田小林線橋梁改築工事
定住促進口の坪住宅４棟４戸の建築
排水管新設工事
管路点検調査
水道料金の基本料半額減免

　　福祉と医療　　　　　　　　　　　　 

災害用井戸の確保
たらぎ版クーリングシェルターの設置個所拡充

　　災害と交通対策　　　　　　　　　   

町民体育館の空調設備整備
河川監視カメラの設置
小型動力ポンプの更新、防火水槽の修繕
カーブミラーや防犯灯の設置整備

　　農林商工業　　　　　　　　　　　　

用排水路改修事業の実施
農地の基盤整備事業の実施
林道犬喰線犬喰橋の補修
農林商工業の振興

　　地域の活性化　　　　　　　　　　　

ＬＰガス物価高騰対応生活者支援事業の実施
返礼品のブランド化・情報発信の強化
文化財の保存活用・整備計画の策定

　　教　育　　　　　　　　　　　　　　

校内教育支援センターの整備
町独自のスクールソーシャルワーカーの配置
やすらぎの教室の継続
早寝早起き朝ごはんフォーラム推進校事業の実施

令和８年度

施政方針
「コンパクトで防災力、防犯力の高い

　　安心安全で夢と希望のもてる町」へ
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！ 防災無線は常に電源を入れておきましょう！

令
和
８
年
度

多
良
木
町
の 

予
算

分担金負担金、
使用料手数料、
財産収入
189,868（2.2％） 

町債
581,500
 (6.9%)

寄附金、寄附金、
繰入金、繰入金、
繰越金、繰越金、
諸収入 諸収入 
1,500,7671,500,767
 （17.8%） （17.8%）

国庫支出金、
県支出金
2,288,572
(27.1%)

地方交付税
2,682,827
 （31.7%）

総務費 
1,551,026

（18.4%）

議会費 64,301（0.8%）予備費 6,842（0.1%）

災害復旧費697,787（8.3%）

消防費 529,497（6.3%）

土木費 696,301（8.2%）

商工費 61,887（0.7%）

労働費 1（0.0%）

公債費
677,688
(8.0%)

農林水産業費
848,051 

（10.0%）

歳 入
8,450,000
 （単位：千円）

歳 出
8,450,000
 （単位：千円）

自主財源
  29.8％

依存財源
  70.2％

町税
827,441

（9.8%）

教育費
605,143

（7.1%）

民生費
1,967,075

（23.3%）

衛生費 
744,401

（8.8%）

　令和８年度多良木町一般会計予算が
３月定例議会で可決されました。
　予算総額は次のとおりです。

※地方譲与税のほか、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得
　割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、環境性能割交付金、
　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を含む

一般会計 令和８年度当初予算
8４億 5,000万円

こんなことに使われます　― 主な使い方 ―
議
会
費

議会の運営に

農
　
林
　
水
　
産
　
業
　
費

農林業の振興などに

消
　
防
　
費

消防業務に
町民１人あたり 7,947 円 農業委員会費 上球磨消防組合負担金

総
　
務
　
費

一般的な事務および企画費 農業振興費 消防施設費
一般行政費 堆肥センター管理費 災害対策費
選挙費 畜産業費 指定避難所空調設備整備事業 など
電算管理費 米ブランド化推進事業 町民１人あたり 65,443 円
まちづくり推進事業費 中山間地域等直接支払制度事業

教
　
育
　
費

社会教育や学校教育に
ふるさと納税推進事業費 多面的機能支払事業 小学校費
統計調査費　など 第二多良木地区水利施設等保全高度化事業 中学校費
町民１人あたり 191,698 円 鮎之瀬地区水利施設等保全高度化事業 文化財保護費

民
　
生
　
費

福祉の向上・充実のために 造林費 体育施設費
社会福祉総務費 森林環境譲与税事業 学校給食費
国民健康保険費 地籍調査費　など 多目的総合グラウンド照明LED化改修事業　など
障害者福祉費 町民１人あたり 104,814 円 町民１人あたり 74,792 千円
老人福祉費

商
　
工
　
費

商工・観光に

そ
　
の
　
他

災害復旧費（災害の復旧に）
介護保険費 商工業振興費 町民１人あたり 86,242 円
後期高齢者医療費 企業誘致対策費 公債費（借入金の返済）
子育て支援助成事業 観光費　など 町民１人あたり 83,758 円
子ども総合支援事業　など 町民１人あたり 7,649 円 予備費（急を要する支出に）
町民１人あたり 243,119 円

土
　
木
　
費

道路や橋などの整備に 町民１人あたり 846 円

衛
　
生
　
費

健康づくりなどに 道路維持費
町民１人あたりに
使われるお金は

約1,044,370円
※令和８年３月１日現在人口 8,091人
※四捨五入で処理しているため、合計が
　合わない場合があります。

公立多良木病院負担金 社会資本整備総合交付金道路事業
環境衛生費 集落道路整備事業
浄化槽設置事業 河川費
子ども医療費扶助事業 口の坪地区住宅建設事業
後期高齢者健康診査事業  など 下水道事業会計補助 など
町民１人あたり 92,004 円 町民１人あたり 86,059 円

歳　入　 歳　出
町税…町民の方々から納付していただいた税金 議会費…議会運営に使われる
地方交付税…国から交付される財源 総務費…管理事務や財産管理、選挙などに使われる
分担金及び負担金…事業の受益者からの分担金など 民生費…福祉向上を目的としている
使用料及び手数料…各種施設の使用料など 衛生費…各種健診やごみ処理などに使われる
国庫支出金…国が交付する補助金など 農林水産業費…農林水産業の振興を目的としている
県支出金…県が交付する補助金など 商工費…観光や商工業の振興に使われる
財産収入…町有林の立木売払収入など 土木費…道路の整備や補修などに使われる
寄附金…町民の方々やふるさと納税による寄附金 消防費…消防や防災などに使われる
繰入金…基金などからの繰入金 教育費…各小中学校の運営や社会教育などに使われる
繰越金…前年度繰越金 公債費…借入金の元金や利子の償還に使われる
町債…国などから借りた借金 予備費…急を要する予算外の支出に使われる

地方譲与税など※
379,025 （4.5%）
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県内初の取り組み
家賃債務保証会社と協定締結

㈱アルファーの烏川常務取締役と石井町長㈱アルファーの烏川常務取締役と石井町長

１
月
20
日
、
町
営
住
宅
の
家
賃
債

務
保
証
に
つ
い
て
、
本
町
と
㈱
ア
ル

フ
ァ
―
（
鹿
児
島
県
）
と
の
間
で
、

県
内
初
と
な
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。定

住
促
進
口
の
坪
住
宅
の
整
備
に

伴
い
、
入
居
要
件
を
緩
和
す
る
た
め

連
帯
保
証
人
を
廃
止
し
、
保
証
会
社

と
の
契
約
締
結
を
要
件
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
町
営
住
宅
で
の
入
居
要

件
緩
和
策
と
し
て
、
協
議
、
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

いざという時に動ける力を確保
車両・フォークリフト貸与に関する協力協定を締結

左から黒木店長、有森社長、石井町長左から黒木店長、有森社長、石井町長

　
２
月
19
日
、
本
町
と
㈱
丸
昭
（
有

限
会
社 

丸
昭
建
材
店
多
良
木
店
）

は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物
資
の

受
入
れ
や
避
難
所
へ
の
配
送
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、「
災
害
時
に
お
け

る
車
両
及
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
貸

与
等
に
関
す
る
協
力
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
国
や
県
か

ら
の
支
援
物
資
が
到
着
し
ま
す
が
、

そ
の
搬
入
・
仕
分
け
・
配
送
に
は
多

く
の
車
両
や
重
機
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
本
協
定
に
よ
り
、
民
間
事
業
者

の
車
両
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
物
資
拠
点
や
避
難
所

で
の
作
業
を
円
滑
に
行
い
、
被
災
者

へ
の
迅
速
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

県堆肥共励会で３部門受賞
㈱幸牧場  最高賞の県知事賞を受賞

左から５番目が源嶋さん左から５番目が源嶋さん

２
月
25
日
、
菊
南
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル

ホ
テ
ル
に
て
熊
本
県
堆
肥
共
励
会
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
共
励
会
は
、
良
質
堆
肥
の
生
産

お
よ
び
利
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
畜
産
農
家
や
堆
肥
生
産
者
の
生

産
技
術
の
研
さ
ん
と
向
上
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
町
か
ら
は
㈱
幸
牧
場
の
源
嶋
幸

恵
さ
ん
（
黒
２
区
）
が
出
品
さ
れ
、

総
出
品
数
108
点
の
中
か
ら
熊
本
県
知

事
賞
（
大
賞
）、
熊
本
県
畜
産
協
会

会
長
賞
（
乳
牛
部
門
）、
熊
本
県
耕

畜
連
携
推
進
協
議
会
会
長
賞
（
新
人

部
門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 　
　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

15 年にわたり地域福祉の推進に貢献
源嶋さん県社会福祉功労者を受賞

源嶋さんと石井町長源嶋さんと石井町長

　
こ
の
た
び
、
源
嶋
佳
子
さ
ん
（
黒

７
区
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
高

く
評
価
さ
れ
、
熊
本
県
社
会
福
祉
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
源
嶋
さ
ん
は
、
平
成
22
年
12
月
か

ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
の
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ま
れ

た
ほ
か
、
交
通
指
導
員
や
学
校
関
係

の
各
種
委
員
と
し
て
も
積
極
的
に
活

動
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
６
日
に
は
、
町
長
よ
り
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

くまもとの笑顔・未来を創る児童生徒表彰
ヘアードネーションで社会福祉に貢献

左から竹内校長、池田さん、稲葉さん、吉村教育長左から竹内校長、池田さん、稲葉さん、吉村教育長

　

２
月
19
日
、
く
ま
も
と
の
笑
顔
・

未
来
を
創
る
児
童
生
徒
表
彰
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
稲
葉
咲
良
さ
ん
（
多

中
２
年
）
と
池
田
琉
乃
さ
ん
（
多
中

１
年
）
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
熊
本
を
笑
顔
に
す

る
子
ど
も
た
ち
の
善
い
行
い
を
た
た

え
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
２
人
は
31

㎝
以
上
の
髪
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
寄
附
。
こ
の
髪
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
頭
髪
に
悩
み
が
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
す
。

　
２
人
は
「
髪
を
伸
ば
す
の
は
大
変

だ
け
ど
、今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

９歳の防災士誕生
告宮さん県内最年少で合格

合格通知書を手にする告宮珀凜（はくりん）さん合格通知書を手にする告宮珀凜（はくりん）さん

２
月
26
日
、
告
宮
珀
凜
さ
ん
（
多

小
３
年
）
が
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

防
災
士
試
験
に
県
内
最
年
少
で
合
格

し
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

告
宮
さ
ん
は
地
域
の
防
災
チ
ー
ム

に
所
属
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
知
識

の
普
及
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
母
や
姉

に
資
格
取
得
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で

受
験
を
決
意
。「
試
験
前
は
毎
日
１

時
間
勉
強
し
ま
し
た
。
学
校
で
習
っ

て
い
な
い
漢
字
ば
か
り
で
難
し
か
っ

た
け
ど
、
合
格
し
た
と
き
は
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
で
振
り
返
り
、「
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
防
災
の
大
切
さ
を
広
め
た
い

で
す
」
と
意
気
込
ま
れ
ま
し
た
。

球磨地域を潤すかんがい用水
幸野溝の完成から 320年

式典のはじめに行なわれた神事式典のはじめに行なわれた神事

２
月
13
日
、
湯
前
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
て
幸
野
溝
３
２
０
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幸
野
溝
は
相
良
藩
士
の
高
橋
政
重

ら
に
よ
っ
て
１
６
９
６
年
に
工
事
が

始
め
ら
れ
、
９
年
後
の
１
７
０
５
年

に
完
成
し
た
長
大
な
か
ん
が
い
用
水

で
す
。
長
き
に
わ
た
り
現
役
で
地
域

農
業
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
２
０
１
６
年
に
は
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

式
典
当
日
は
、
記
念
講
演
や
岡
原

小
４
年
生
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
に
よ
る

劇
の
発
表
な
ど
が
あ
り
、
参
加
し
た

約
１
３
０
人
で
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
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白
鳥
神
社
は
、
黒
肥
地
字
中
鶴

の
白
鳥
山
に
あ
る
社
で
す
。「
球

磨
郡
神
社
記
」
に
は
、
正
和
２
年

（1313

）
に
再
興
さ
れ
、
元
亀
元

年
（1570

）
に
王
宮
神
社
の
大

宮
司
に
よ
り
修
造
、
正
保
４
年

（1647

）
に
藩
主
の
相
良
頼よ

り
ひ
ろ寛

に

よ
る
修
復
、
延
宝
８
年
（1680

）

に
は
頼
寛
の
嫡
子
で
あ
る
相
良

頼よ
り
た
か喬

に
よ
る
造
替
が
行
わ
れ
た
記

録
が
あ
り
、
歴
代
の
人
吉
藩
主
と

の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
34
年
に
、
茅
葺
き
屋
根

を
瓦
屋
根
に
葺
き
替
え
を
し
て

い
ま
す
。
社
殿
内
に
安
置
さ
れ

て
い
る
武
装
男
神
像
は
、
像
高

１
０
７・９
㎝
と
４
９・７
㎝
の
ツ

ガ
の
一
木
造
で
、
平
安
時
代
後
期

の
珍
し
い
形
状
の
神
像
で
す
。
惜

し
い
こ
と
に
、
両
腕
先
と
両
膝
下

が
欠
損
し
て
い
ま
す
。
懸か

け
ぼ
と
け仏も

古

い
も
の
で
す
が
欠
損
部
分
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

　
白
鳥
神
社
近
く
、
黒
肥
地
字
横

瀬
の
球
磨
川
畔
に
あ
っ
た
横
瀬
大

王
神
社
は
、
平
川
高た

か
ざ
ね實

を
祀
っ
た

社
で
し
た
が
、
社
殿
が
荒
廃
し
た

た
め
、
終
戦
後
に
白
鳥
神
社
に
合

祀
さ
れ
ま
し
た
。

白し
ら
と
り鳥

神
社
本
殿 
（
町
指
定
重
要
文
化
財
）

問　黒の蔵　☎４２－７５２０

白鳥神社　懸仏

武装男神立像 武装男神立像

『走る』ことは健康・体力づくりの第一歩
第33回多良木町健康づくり百太郎駅伝大会

奥球磨女子駅伝が新たにスタート
岩谷産業が初代女王に輝く

大人も子どもも一緒に駆け抜ける大人も子どもも一緒に駆け抜けるあさぎり駅前をスタートする選手らあさぎり駅前をスタートする選手ら 球磨支援学校球磨支援学校神村学園神村学園 多良木警察署多良木警察署岩谷産業岩谷産業

　

３
月
１
日
、
多
目
的
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
第
33
回
多
良
木
町
健

康
づ
く
り
百
太
郎
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
９
区
間
、
12・４
㎞
の
コ
ー

ス
を
小
学
生
の
部
３
チ
ー
ム
、
一
般

の
部
15
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加
３

チ
ー
ム
の
計
21
チ
ー
ム
210
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
３
月
上
旬
と
し
て
は
暖
か

い
陽
気
の
中
、
沿
道
か
ら
の
温
か
い

声
援
に
応
え
る
よ
う
に
一
人
一
人
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。

【
小
学
生
の
部
】

優　
勝　
あ
い
あ
い
Ａ
Ｃ

　
　
　
　
51
分
21
秒

準
優
勝　
Ｆ
Ｃ
デ
ィ
ベ
ル

　
　
　
　
55
分
16
秒

３　
位　
多
良
木
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
ス

　
　
　
　
57
分
08
秒

【
一
般
の
部
】

優　
勝　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
・

　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

　
　
　
　
42
分
14
秒

準
優
勝　
公
立
病
院
Ａ

　
　
　
　
42
分
46
秒

３　
位　
あ
い
あ
い
た
ら
ぎ

　
　
　
　
48
分
32
秒

【
ア
ピ
ー
ル
賞
】

　
多
良
木
警
察
署

　
球
磨
支
援
学
校

　
３
月
15
日
、
あ
さ
ぎ
り
駅
前
を
ス

タ
ー
ト
、
湯
前
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
５
区
間

16・０
㎞
の
第
一
回
奥
球
磨
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
初
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
か
ら
大
学
・
実
業
団

の
部
に
11
チ
ー
ム
、
高
校
の
部
に
13

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
春
本
番
の
奥
球

磨
を
舞
台
に
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
午
前
10
時
30
分
、
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
た
24
チ
ー
ム
は
、
最
終
５
区
に

タ
ス
キ
が
渡
る
ま
で
、
激
し
い
混
戦

と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
カ
ー
対
決
も

最
後
の
最
後
ま
で
目
が
離
せ
な
い
戦

い
と
な
り
ま
し
た
が
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
で
逃
げ
切
っ
た
岩
谷
産
業
が

総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
温
か
い
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

生涯学習の充実へ
吉村教育長へ辞令交付

吉村教育長と石井町長吉村教育長と石井町長

　
３
月
18
日
、議
会
の
同
意
を
得
て
、

吉
村
英
亀
氏
が
教
育
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
３
月
23
日
、

役
場
応
接
室
に
て
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
に
あ
た
り
、「
町
研
究
推
進

事
業
、
多
良
木
未
来
塾
、
熊
大
教
育

学
部
附
属
小
・
中
と
の
連
携
な
ど
を

各
学
校
と
と
も
に
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
不
登
校
対
策
で
は
環
境
づ
く
り

を
効
果
的
に
行
い
、社
会
教
育
で
は
、

運
動
に
親
し
む
機
会
の
拡
充
と
伝
統

文
化
継
承
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
11
年
３
月
20
日
ま

で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

多良木町の春の風物詩
第22回ゑびす植木市開催

開幕を告げるテープカット開幕を告げるテープカット

　

２
月
28
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、

え
び
す
広
場
に
て
多
良
木
町
商
工
会

主
催
の
ゑ
び
す
植
木
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
庭
木
や
果
樹
苗
、
色

鮮
や
か
な
花
苗
、
盆
栽
な
ど
が
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
、
お

楽
し
み
抽
選
会
や
サ
ボ
テ
ン
盆
景
づ

く
り
な
ど
の
企
画
も
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
来
場
者
は
お
気
に
入
り
の
苗
や
植

木
を
見
つ
け
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

大会結果
 高校の部 
１位　神村学園高校　　　52分55秒
２位　北九州市立高校 A　53分57秒
３位　山梨学院高校　　　54分30秒

 大学・実業団の部 
１位　岩谷産業　　　　　52分12秒
２位　第一生命グループ　52分18秒
３位　筑波大学　　　　　53分34秒
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大切な生命や財産を守るために
「林野火災注意報・林野火災に関する警報」の運用を開始

令和７年２月に発生した岩手県大船渡市林野火災を受け、林野火災予防の実効性
を高める必要があるとされ、上球磨消防組合火災予防条例を改正しました。

お知らせC H E C K

会計室からの

お知らせC H E C K

福祉課からの

問　会計室　　☎４２－１２５３

問　上球磨消防組合消防本部予防課　　☎４２－３１８４

お知らせC H E C K

上球磨消防署からの

林野火災 注意報 とは 　　　　　　　　 林野火災 警報 とは  　　　　
　目　　的　
　林野火災の予防上、注意が必要な気象状況時に
火災予防の注意喚起を行うもの
　発令期間　
　毎年１月～５月
　発令基準　
　前３日間の降水量が１mm以下で
　① 前30日間の降水量が30ｍｍ以下　または
　② 乾燥注意報が発令された場合
   　（必要と認めるとき）発令します
　発令内容　
　森林内での「火の使用の制限」を守る努力義務
　罰　　則　
　なし
　周知方法　
　構成町村への通報、消防車両で巡回広報など

　目　　的　
　林野火災の予防上、危険な気象
状況になった場合の強化措置
　発令期間　
　毎年１月～５月
　発令基準　
　林野火災注意報発令中に強風注意報が発表され
た場合（必要と認めるとき）
　発令内容　
　森林内での「火の使用の制限」を守る義務
　罰　　則　
　違反した場合、30万円以下の罰金または拘留
　周知方法　
　構成町村、関係各機関への通報、消防車両で巡回
広報など

「警戒レベル４相当」の情報は
「危険警報」として発表されます

警報・注意報の情報名に
「レベル」が付記されます

　危険な場所から避難が必要な状況であるレベル
４相当の情報が「危険警報」として発表されます。
 【変更例】（旧）「土砂災害警戒情報」
 　　　→ （新）「レベル４土砂災害危険警報」

　発表される警報・注意報の名称にレベルが付記さ
れます。避難行動と直結するレベルがすぐわかり、避
難判断の目安が明確になります。
 【変更例】（旧）「大雨警報」　
 　　　→ （新）「レベル３大雨警報」

河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります（特別警報の新設など）

　・従来の「洪水警報」「洪水注意報」は廃止されます。
　【変更例】（旧）「洪水警報」→ 洪水予報河川※　（新）「レベル３氾濫警報」
　　　　　　　　　　　　　　  ※国土交通省または都道府県と共同で発表する洪水予報の対象河川（球磨川）
　　　　　　 　　　　　　　 　洪水予報河川以外の河川　（新）「レベル３大雨警報」
　・河川の氾濫に関し「レベル５氾濫特別警報」が新設されます。

火の使用の制限　上球磨消防組合火災予防条例第 29 条

林野火災注意報、林野火災警報発令時は、以下の行為が制限されます。
・山林や原野での火入れ、たき火、火遊びの禁止　　　　　・花火の使用禁止
・可燃物付近での喫煙禁止　　　　　　　　　　　　　　　・指定された山林区域での喫煙禁止
・たばこの吸殻や残火、取灰または火の粉を確実に始末すること

罰則について

・林野火災注意報　火の使用の制限に対して努力義務（罰則なし）
・林野火災警報　　火の使用の制限に違反した場合、罰則の対象となります（消防法第 44 条）。

町からお支払いする公金の合算振込を開始します
　令和８年４月２日からお支払いする公金で、振込口座および振込日が同一の場合、複数の担当
部署の請求分を合算してお振込みさせていただきます。支払通知書などは原則発行しません。ご不
明の点がございましたら町役場会計室へお問い合わせください。

問　危機管理防災課　　☎４２－１２６２

問　福祉課子育て支援係　　☎４２－１２５５

お知らせC H E C K

危機管理防災課からの

マイタイムラインなどの点検や見直しを

令和８年５月から防災気象情報が新しくなります

多良木町高等学校等通学費助成

人吉球磨管内の高校などへの通学費を助成

一  覧  表 河川氾濫 大　　雨 土砂災害 高　　潮
警戒レベル

５相当
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
レベル５

高潮特別警報
警戒レベル

４相当
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報
警戒レベル

３相当
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル２ レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル１ 早期注意情報

Po
int
1

Po
int
3

Po
int
2

申請
（毎年度１回）

決定通知が
自宅へ届く

定期券を購入後、
請求書を役場へ提出

対象者 助成内容

 ・自宅から人吉球磨地域の高校などに公共交通機関の定期券を
利用して通学している生徒の保護者で、通学費（鉄道・バスな
どの定期券）を負担している者

 ・町内に住所があり、町税や公共料金などの滞納がない世帯

購入された公共交通機関の通学定期券
３分の１を助成

※100円未満は切り捨て

助成までの流れ 請求期限

※助成金は請求書を提出した翌月末までに、指定された口座へ振り込みます。

定期券購入から 90日間
　（例）４月９日購入の定期券の請求期限は
　　　　７月８日です。
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令和８年５月 26 日からすべての方を対象に

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます
　通知書に記載している氏名の振り仮名と日常使用している読みかたが違う方で、令和８年５月 25 日
までに届出をされなかった場合、誤った振り仮名が戸籍に記載されます。必ず「戸籍に記載される振り
仮名の通知書」の確認をお願いします。

（通知書が見当たらない場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。）

氏名の振り仮名の届出については、フローチャートを確認してください

※原則、振り仮名の変更には家庭裁判所の許可が必要ですが、市区町村長の職権で記載された振り仮名は、１度に限り
　家庭裁判所の許可を得ずに変更することができます。

　「ャ・ュ・ョ・ッ」などの小文字が大文字になっている場合や濁点の有無に誤りがある場合は、
要注意です。必ず届出を行ってください。

　届出が必要な例　
氏　：　「黒木（クロギ）が（クロキ）」・「鶴田（ツルダ）が（ツルタ）」など
名　：　「京子（キョウコ）が（キヨウコ）」・「純（ジュン）が（ジユン）」など
この届出が受理されれば、届け出た氏名の振り仮名が戸籍に記載されます。

　振り仮名の届出における注意事項　
　通知書に記載のある振り仮名から変更された場合、戸籍・住民票以外で振り仮名を登録している
もの（パスポート、年金など）につきましては、ご自身で変更の手続きが必要になる場合があります。

お知らせC H E C K

住民ほけん課からの

問　住民ほけん課戸籍住民登録係　　☎４２－１２５６

戸籍に記載される
フリガナの通知書

戸籍制度
マスコットキャラクター「コセキツネ」

通知書に記載している氏名の振り仮名と
日常使用している読み方が同じである

「氏」の振り仮名 「名」の振り仮名

はい

はい
はい

違うのはどちらですか？

特に手続きはありません。
令和８年５月26日以降に
順次記載されます。

名の振り仮名の届出が必要です（原則は本人）。
※15歳未満の方は、親権者からの届出が必要です。

氏の振り仮名の届出が必要です。筆頭者の方からの届出になります。
※筆頭者が除籍になっている場合は、配偶者。配偶者が除籍になっている場合は、その戸籍に記載がある子とな
　ります。

いいえ

要確認！

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、各学校の実態をふまえ、それぞれのコミュニティを立
ち上げ、地域学校協働活動と一体となって取り組みを推進しています。
　子どもたちの学びを中心に、学校、家庭、地域、行政を含めた「五者」が一体となって学習効果の最大化
を目指していくための核となる取り組みが学校運営協議会であり地域学校協働活動です。「五者」が一体となっ
た学校づくりは、心身ともにたくましく創造性に満ちた子供の育成につながります。また、学校が地域と社会
的なつながりを得られる場となります。
　昨年度も、多くの皆さま方のご協力をいただきながら充実した活動をすることができました。

（各小中学校コミュニティ）
 多良木中学校  

学校運営協議会委員（７名）
教科等支援
コミュニティ

環境美化
コミュニティ

体験活動
コミュニティ

地域文化
コミュニティ

安　全
コミュニティ

浦田修一さん 　斉藤哲男さん
田山久臣さん　 蓑茂義量さん
菅原浩子さん　 永田伸悟さん
西　希　さん

 多良木小学校  
学校運営協議会委員（７名）

学習支援
コミュニティ

環境美化支援
コミュニティ

体験活動支援
コミュニティ

安全・
見守り支援
コミュニティ

松本就顯さん　梅木博光さん
長田勝幸さん　村山悦子さん　
山田信雄さん　才津宜大さん
西　希　さん

 久米小学校  
学校運営協議会委員（８名）

学びの
コミュニティ

心　の
コミュニティ

環境 ･ 伝統
コミュニティ

那須隆二さん　　黒木修馬さん
松浦正剛さん　　岸川幸江さん
曽我部禎晃さん　石田敏郎さん
赤星順子さん　　筑紫秀子さん

 黒肥地小学校  
学校運営協議会委員（５名） 学　習

コミュニティ
環　境

コミュニティ
体験活動

コミュニティ
地域文化

コミュニティ
安心安全

コミュニティ中村英明さん　　松下裕一さん
落合陸男さん　　源嶋佳子さん
西まゆみさん

❶ 夢をもち、未来を切り拓く子ども（夢・目標）
❷ ふるさとを大切にする子ども（郷土愛）
❸ 認め合い、伝え合い、学び合う子ども（自尊感情、表現力）

相互補完
地域学校協働本部によるコーディネート

令和７年度  多良木町小中学校コミュニティの活動報告

目指す子ども像

社会教育　第三条
（国及び地方公共団体の任務）

地域全体が大きな学校

地域住民の方々（区長、婦人会、老人会、消防団、各種関係団体など）
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令和７年度  コミュニティ・スクールを目指した地域連携①令和７年度  コミュニティ・スクールを目指した地域連携②
多良木小学校 月 多良木中学校

・交通安全教室 ４ ・入学式　　　　　　　・交通安全教室
・第 1 回学校運営協議会及び委嘱状交付

・学校創立 150 周年記念
運動会多良木音頭指導

・人権の花運動伝達式
・放課後子ども教室（～通年）

５ ・体育大会

・多良木未来塾（～通年）
・学習サポート書写指導（～通年）
・学習サポート水泳指導
・田植え（５年）

６ ・輝け　いのちの集会

・第１回学校運営協議会
・租税教室（６年）
・お茶の入れ方教室（５年）・高齢者施設訪問（４年）

７ ・第 2 回学校運営協議会

８ ・PTA 親子美化作業
・中学生ボランティア（町内保育園運動会・夕涼み会等）

・にじいろの会　朝の読み聞かせ（～３月）
・キャリア集会ビデオメッセ―ジ
 （競輪選手 尾方真生さん）

９ ・ふるさと発見学習（１年）
・職場体験学習（２年）
・多良木町中学生議会
  （３年）

・ゑびす祭りパレード（ＰＴＡ活動）
・稲刈り（５年）
・生活科町たんけん（２年）

10 ・ゑびす祭り神輿担ぎ練習会（３年）
・ゑびす祭り総踊り練習会（２年・１年）
・ゑびす祭り（３年：神輿担ぎ）（２年・１年：総踊り）
・クリーン大作戦（３年・２年）
・保育実習（３年）
・民生委員・児童委員との

情報交換会

・学校創立１５０周年記念式典
・多良木町お宝たんけん（３年）

11 ・保育実習（３年）
・文化祭・合唱コンクール
・クリーン大作戦（１年）
・「スポ GOMI」

・１５０周年記念事業ドローン撮影
・陶芸教室（４年）　　・第２回学校運営協議会
・多良木文化財見学（６年）  ・人権の花運動終了式
・熊本県立劇場アウトリーチ事業（４・５年）

12 ・校内駅伝大会

・第３回学校運営協議会

・がん教育講演会（６年）
・創立１５０周年記念学習発表会

１ ・禅体験（１年）

・薬物乱用防止教室（６年）
・いのちの授業講演会（３・５年）
・木工教室（５年）

２ ・立志式（２年）

・第３回学校運営協議会
・生活科昔あそび（１年）
・認知症サポーター講座（４年）

３ ・卒業式
・町ヘルスメイトによる

調理実習（２年）
・第４回学校運営協議会

久米小学校 月 黒肥地小学校
・交通安全教室（交通指導員･久米駐在所･役場総務課） ４ ・学校運営協議会長からの講話

・防災教室（５・６年）　　・交通安全教室

５ ・黒肥地小学校運動会　多良木音頭指導
・読み聞かせ（～３月）
・災害時引き渡し訓練（水害・豪雨等）
・緑の少年団活動

・災害時引き渡し訓練
・地域連携協働活動
・久米保育園じゃがいも掘りお手伝い（1･2･5･6年）
・第 1 回学校運営協議会

６ ・第１回学校運営協議会

・稲作体験田植え（ＪＡ青壮年部）
・熊本環境出前講座

７ ・特別支援学校との交流会（３年）
・田植え体験：ＪＡ青壮年部（５年）

８ ・ＰＴＡ親子美化作業

・地域学校連携活動
・5 年生ミシンを使った学習（久米地区婦人会）
・球磨支援学校との共同学習（3･4 年生）
・1･2 年生動物ふれあい体験（県立南稜高等学校）

９

・2年生おもちゃランドへ
年長さんを招待（くめ保育園）

・火災避難訓練･消火器体験
（上球磨消防組合）

10 ・第２回学校運営協議会（上期学校評価説明、
意見交換、授業参観）

・地域理解学習　鮎の瀬溝についての講話と見学
  （４年）

・熊野座神社例大祭（神楽 ･ 相撲大会）
・3･4 年生森林教室
・6 年生租税教室
・DeNAプログラミング学習
・第 2 回学校運営協議会

11 ・熊本県立劇場アウトリーチ事業（４年）
・町探検（１・２年）
・緑の少年団活動
・上球磨消防署見学（３年）
・黒肥地保育園との交流会（２年）
・特別支援学校との交流会（３年）
・民生委員、主任児童委員との情報交換会

・地域学校協働活動
・1･2 年生イモ料理づくり
  （久米地区婦人会）
・熊本県立劇場アウトリーチ事業

12 ・もちつき
・門松づくり　

・5･6 年生がん教育講話（多良木小と合同） １ ・がん教育講話（６年）

・新入児童体験入学（5 年生 ･1 年生交流）
（くめ保育園 ･ 光台寺保育園）

２ ・１５０周年記念式典・事業
（臼太鼓踊り、全員合唱指導、地域音楽団体出演）・
学習発表会

・森林教室（５年）

・第 3 回学校運営協議会
・熊日童話会による読み聞かせ（通年）

３ ・第３回学校運営協議会
　（下期学校評価結果、学校関係者評価）
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！ 防災無線は常に電源を入れておきましょう！

問　住民ほけん課　保険年金係　　☎４２－１２５６

所得が低い方への均等割額軽減
支援金の均等割額の軽減

同一世帯の被保険者および世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額※ 1】以下の世帯 7 割
【基礎控除額※ 1　+　31 万円　×　被保険者数】以下の世帯 5 割
【基礎控除額※ 1　+　57 万円　×　被保険者数】以下の世帯 2 割
※ 1　給与所得者等が 2 人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

（給与所得者等の数 − １）×10 万円
※  　「給与所得者等の数」とは、給与収入が５５万円超または年金収入が１２５万円超（65 歳以上の場合。

65 歳未満の場合は年金収入が 60 万円超）の方の合計人数です。
※  　均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。

また、年金所得については高齢者特別控除１５万円を控除した額で判定します。

令和８年度後期高齢者医療保険料の納め方 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
後期高齢者医療に加入の方は「医療給付を受ける権利」と同時に「保険料を納める義務」があります。
保険料は、後期高齢者医療制度を支える重要な財源です。納期限までに納付しましょう。

後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）または普通徴収（口座振替または納付
書）により納めることになります。

　特別徴収の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

令和８年４月より年金からの差し引きで保険料を納めていただきます。特別徴収の対象となる方は自
動的に特別徴収になります（申請は不要）。ただし、年度途中で資格を取得した方や、年金の額によ
っては、普通徴収（口座振替または納付書での納付）になります。

特別徴収の平準化を行います
平準化とは、期ごとの金額ができるだけ均等になるように６月・８月の仮徴収の金額を調整すること

をいいます。特別徴収は４月・６月・８月に「仮徴収」、10 月・12 月・翌年２月に「本徴収」として
保険料を納めていただいております。しかし、保険料額は所得の変動などにより増減するため、仮徴
収と本徴収の金額に大きく差が生じてしまうことにより、負担が偏ってしまう場合があります。このよう
な場合に平準化を行います。

注意事項
平準化を行う時点では、令和８年度の年間保険料額が確定しておりませんので、前年度の年

間保険料額と同額と仮定して平準化の計算を行います。保険料率の変更がある場合や、毎年所
得の変動が大きい場合は、特別徴収される金額が均等にならない場合があります。また、平準
化により年間の保険料額が変わることはありません。

普通徴収の方

　令和８年７月より口座振替または納付書により保険料を納めていただきます。
･ 75 歳到達や県外から転入等で新たに後期高齢者医療保険へ加入された方は、差し引き開始の手

続きのため、初めは普通徴収によりお支払いいただき、該当される方は一定期間の後、自動的に
年金差し引き（特別徴収）に切り替わります。

･ 口座振替は登録した預貯金口座から自動的に引き落とすため、納付する手間がなく、納付忘れの
心配もありません。ぜひご利用ください。口座振替への変更は住民ほけん課保険年金係（２番窓口）
までご連絡ください。

制度の対象者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
▶７５歳以上の方（７５歳の誕生日から自動的に加入）
▶一定の障がいがある 65 歳～75 歳未満の方（町に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）

※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級および４級の一部、精神障害
者手帳に記載された障がいの等級が１～２級、療育手帳に記載された障がいの等級が A 判定の方などです。

※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請するこ
とができ、いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。

※生活保護を受けている方や外国人の方（在留期間が３か月未満）などは対象になりません。

令和８年度の保険料率 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・後期高齢者医療制度は公費（5 割）、現役世代からの支援金（4 割）、被保険者からの保険料（1 割）

で運営しています。後期高齢者医療保険料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。必ず
納期限までに納めましょう。

・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

※合計所得金額が 2,400 万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500 万円超で基礎控除
額が 0 円となります。

所得が低い方への均等割額軽減
保険料の均等割額の軽減（令和８年度改正）

同一世帯の被保険者および世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額※ 1】以下の世帯 7.2 割
【基礎控除額※ 1　+　31 万円　×　被保険者数】以下の世帯 5 割
【基礎控除額※ 1　+　57 万円　×　被保険者数】以下の世帯 2 割
※ 1　給与所得者等が 2 人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

（給与所得者等の数 − １）×10 万円
※　 「給与所得者等の数」とは、給与収入が５５万円超または年金収入が１２５万円超（65 歳以上の場合。

65 歳未満の場合は年金収入が 60 万円超）の方の合計人数です。
※　  均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。

また、年金所得については高齢者特別控除１５万円を控除した額で判定します。

子ども・子育て支援金制度の開始 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和８年度より、子ども・子育て支援金制度※が開始し、医療分の保険料とあわせて支援金をいただ

くことになります。
※子ども・子育て支援金制度とは、すべての世代や企業から支援金を拠出し、子育て施策の拡充に充てるもので、

子どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。

後期高齢者医療制度
熊本県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

令和８年度令和８年度

年間保険料額
（限度額85万円）

均等割額
（被保険者１人あたり63,000円）

所得割額
（総所得金額等-43万円※（基礎控除））

×所得割率11.06％

支援金の額（年額）
（限度額21,000円）

均等割額
（被保険者１人あたり1,400円）

所得割額
（総所得金額等-43万円※（基礎控除））

×所得割率0.25％

＝

＝

＋

＋
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すこやかだより 国民年金インフォメーション

問　福祉課　高齢者支援係　　☎４２－１２５５
広告

「広報たらぎ」に
有料広告を掲載しませんか？
サイズ（縦×横）は２パターン

① 60ｍｍ× 80ｍｍ
② 60ｍｍ× 170ｍｍ

掲載料・回数・位置など詳しくは企画観光課
（☎４２―１２５７）までお問合せください。 問　住民ほけん課　保険年金係　　☎４２－１２５６

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
令和８年度（４月分～３月分）の保険料は、月額 17,920 円です。
保険料の納付期限は、納付対象月の翌月末です。未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによっ

て督促が行われ、指定された期限までに納付がない場合は、延滞金が課されるだけでなく、納付義務
のある方※の財産が差し押さえられる場合がありますので、期限までに納付をお願いします。
※被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者および世帯主

保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不測の事態が発生すると、障害基礎年
金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

経済的な理由などで保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予とな
る「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50 歳未満）」がありますので、手続きをお願いします。

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
納付状況等

年金への影響
納付 全額免除 一部免除 納付猶予

（学生納付特例） 未納

老齢・障害・遺族基礎年金の
受給資格期間に・・・ 含まれる 含まれる 含まれる

（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金の計算に・・・ 含まれる 含まれる
（注１）

含まれる
（注１・２） 含まれない 含まれない

保険料を全額納めた場合と比べて、受け取る年金額の割合が以下のとおりとなります。
全額免除の場合・・・２分の１　　　　　４分の３免除の場合・・・８分の５
半額免除の場合・・・４分の３　　　　　４分の１免除の場合・・・８分の７
一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除になり、この
期間は、保険料納付済期間に含まれます。すでに国民年金保険料免除・納付猶予、学生納付特例
が承認されている場合でも、手続き可能です。

20 歳以上 60 歳未満の方が会社を退職され、農業者、自営業者、学生、フリーター、無職などになっ
た場合には、国民年金第１号被保険者（又は第３号被保険者）への切替手続きが必要です。

第１号に切り替えが必要な方は、退職日がわかる書類・印鑑・身分証明書を持参のうえ、お手
続きをお願いします。

「集まる場所」がある！それが元気の秘訣！

100歳体操
新規グループ募集　　あなたの地区も始めませんか？？

 「いきいき百歳体操」は、元気な方はもちろんのこと、少し体力の落ちた方など、どなたでも
実施可能な体操です。椅子に座ってゆっくりとした動作を、DVD を見ながら行います。

本町では「いきいき百歳体操」に取り組むグループが少しずつ増えてきています。 　
新しく「自分たちの地区でも体操を始めたい！」というサロンなどの住民グループを大募集し

ます。 説明だけでも対応しますので、ぜひお申し込みください。

 募集要件 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　１. 週１回程度実施できる
　　　※週 1 回必ずしなければならない訳ではありません。地区の実情に合わせた回数でかまいません。
　２. 会場、テレビ、DVD プレーヤー、椅子が準備できる
　　　※物品がない場合、貸出もあります。
 内　容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

百歳体操は、約 500ｇ程度のおもりを手首や足首に巻きつけ、椅子に座ったままゆっくり両腕
を前や横に上げたり、膝を伸ばしたり、簡単な動作を DVD を見ながら行なう運動で、所要時間
は約 45 分です。

 町が応援できること 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　・百歳体操の実施方法の指導（4 回目まで）　　・DVD の提供、おもりの貸し出し　　
　・体力測定の実施

国民年金保険料免除などの申請について

産前産後期間の国民年金保険料が免除になります

会社を退職したときは年金の切替手続きが必要です

免除申請や資格切替の手続きは、住民ほけん課（２番）窓口にてお願いします。

「 つけもの石を平気で抱えられるようになった 」
「 体を動かすことが苦でなくなった 」
「 みなさんと会える事が楽しい 」

参加者
の 声

このページは、実際の紙面のみの
掲載とさせていただきます。
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国税だより 教育委員会だより

Information

○申告所得税および復興特別所得税・消費税および地方消費税の振替期日
申告所得税および復興特別所得税ならびに消費税および地方消費税（個人事業主）の納税は、金融機

関の預貯金口座から引落しとなる「振替納税」がとても便利です。令和７年分の確定申告の振替納付日は、
次のとおりです。「振替納税」を利用される方は、振替日の前日までに口座の残高をご確認ください。

税　　目 振替納税の振替日
申告所得税及び復興特別所得税 ４月 23 日（木）

消費税及び地方消費税（個人事業主） ４月 30 日（木）
詳しくは、QR コードまたは国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
不明点は、国税相談専用ダイヤルをご利用ください。 

ワンストップ就労相談窓口・ジョブカフェ（無料）
　人吉球磨地域の人材確保・マッチングのため、ジョブカフェ・球磨ブランチは事業所・求職者の方々の支援を
しています。また、出張相談会も行っていますので、どなたでもどこの会場でもお気軽にご相談ください。

■対 象 者　事業所、求職者本人、家族、学校の先生
■開所時間　月曜日～金曜日　午前 10 時～午後５時　※祝日を除く（事前予約制）
■住　　所　〒 868-8503　人吉市西間下町 86-1　球磨地域振興局３階
出張相談会日程

日にち 時　間 場　所
4 月 15 日 午前 10 時～正午 あさぎり町ポッポー館２階和洋室
4 月 17 日 午後 1 時 15 分～午後３時 ハローワーク球磨会議室（面接セミナー）
4 月 23 日 午前 10 時～正午 多良木町多目的研修センター
5 月 13 日 午前 10 時～正午 湯前町コミュニティ施設（旧ユノカフェ）

■問合せ先　ジョブカフェ・球磨ブランチ　☎２２―０５５５　　　産業振興課商工業振興係　☎４２―１２５２
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木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
等
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
県
道
路
保
全
課

　
☎
（
０
９
６
）
３
３
３‒

２
４
９
５

■
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
（
♯
９
９
１
０
）

　
通
報
の
お
願
い

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お

け
る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
状

を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
速
や
か
に
応
急
処
置
等
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
道
路
の
異
状
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
＃
９
９
１
０
に
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ
先
　
県
道
路
保
全
課

　
☎
（
０
９
６
）
３
３
３‒

２
４
９
５

 

■
副
業
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
な
ど
で
「
簡
単
な
作
業

で
稼
げ
る
」
と
誘
い
、
副
業
を
名
目
に

振
り
込
み
を
繰
り
返
さ
せ
る
な
ど
の
相

談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
少
額
の
報

酬
を
受
け
取
る
こ
と
で
信
用
し
て
し
ま

い
、
そ
の
後
「
高
額
報
酬
の
た
め
に
必

要
」
と
追
加
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
ま
す
。
個
人
情
報

の
開
示
や
振
り
込
み
を
求
め
る
相
手
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先
　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
０
９
６
）
３
８
３‒

０
９
９
９

 

問　国税相談専用ダイヤル　　☎（０５７０）００−５９０１

クロルピリホスを
含む農薬一覧

　「町内外のイベントで活躍している後輩たちの力にな
りたい」と斉藤哲男さん（久米２区）から、多良木中
学校吹奏楽部へユニホーム 35 着の寄贈がありました。
ユニホームは、えんじ色のブレザーに黒のズボン、ワイ
シャツ、ネクタイ、ベスト、シューズなどの一式が準備
され、デザインやカラーなどは生徒たちの希望により決
められました。
　また、２月 23 日には多良木中学校にて「新ユニホー
ム披露コンサート」が開催されました。演奏を聞いた
斉藤さんは「新しいユニホームに袖を通した生徒たちの
演奏はとても素晴らしかったです。これからよりいっそ
う練習に励み、たくさんのイベントで着用して多くの方

に感動を届けてほしい」と話されました。
今回の寄贈、誠にありがとうございました。

　地域学校保健委員会では、学校、家庭、地域が連
携し、児童生徒の健康課題を共有・協議することで、
健康づくりを推進することを目的に活動しています。本
町の『令和７年度保・小・中連携カリキュラム』では、「保
育園では夜８時以降、小中学校では夜 10 時から朝６
時まではノーメディア」という行動目標が掲げられてい
ます。この行動目標がどのくらい守られているのか、７
月と９月に実態調査を行いました。

　今回の会議では、実態調査の結果や各校での取り
組みをもとに、医療・教育・PTA など、それぞれの立
場から意見が交わされました。この意見交換を通じて、
今後の町としての健康教育の取り組みに多くのヒントを
得ることができました。引き続き、子どもたちの健康
課題の解決に向け、町民の皆さまのご理解とご協力を
よろしくお願いします。

　この制度は、経済的な理由によって就学困難と認
められる児童生徒の保護者に対し、町が学用品費、
修学旅行費などの必要な援助を行う制度です。

【対象者】
　多良木町に住所を有し、多良木町立の小学校、中
学校に在籍している児童・生徒の保護者

※本人の申請書と同居家族の所得状況などを参考にし
　ながら教育委員会が認定の可否を決定します。
※前年の所得の状況により援助費目を決定します。

・学用品費　　・新入学用品費　　・修学旅行費
※世帯の所得によって認定された区分により支給する
　費目が変わります。

新学期の４月など手続きが必要な時期に学校から
案内があります。

町ホームページにも資料を掲載しています。

下記の基準に該当する方となります。
１　生活保護法第６条第２項の規定による要保護者
２　次のいずれかに該当し、生活保護に準ずる程度
　　に困窮していると教育委員会が認めた者

▶ 生活保護が廃止または停止になった
▶ 町民税が課税されていない
▶ 町民税の減免を受けている
▶ 事業税の減免を受けている
▶ 固定資産税の減免を受けている
▶ 国民年金の掛金の減免を受けている
▶ 国民健康保険料の減免または徴収の猶予を受けている
▶ 児童扶養手当の支給を受けている
▶ 世帯更生貸付補助金による貸付を受けている
▶ 保護者が、職業安定所登録日雇労働者である
▶ 保護者の職業が不安定で生活が困難である
▶ 学校納付金の減免が行われている
▶ 経済的理由により欠席日数が多い

多良木中吹奏楽部へ新ユニホームを寄贈いただきました  　　 　

第２回多良木町地域学校保健委員会  　　 　　　　　　　　　　

多良木町就学援助費について  　　 　　　　　　　　　　　　　

援 助 費 目

認 定 基 準

申請手続き

26%

71%

26%
32%

80%

27%

0%
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20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

保育園 小学校 中学校

ノースクリーンタイムを守れた割合

7月 9月

問　生涯学習課　学校教育係　　☎４２－１２６６
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毎月２０日は、 くまもと家畜防疫の日 Information

日 月 火 水 木 金 土
 １ ★　 ２ ●　

３ ■ ★ ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ■ ８ ９ ■ ★

10 ● 11 12 13 14 15 ★ 16 ●

17 ■ ★ 18 19 ● 20 21 ■ 22 23 ●

24 ■ ★ 25 26 27 28 29 ★ 30 ●

５月　くらしのカレンダー

休日在宅医(歯科医）・当番薬局
期　日 休日在宅医（歯科医）　５月分 電　話 休日当番薬局　　　５月分

３日（日）
緒方医院（相良村） 35-0131 くま薬局（35-1300）
仁誠会クリニック人吉（人吉市） 24-5611 きりん薬局西間店（24-6336）
人吉医療センター小児科（人吉市） 22-2191 さくら調剤薬局医療センター前店（32-9657）
瀬戸歯科医院（人吉市） 22-4078

４日（月）
東病院（あさぎり町） 45-5711 きりん薬局岡原店（45-1280）

高階誠心堂薬局いずみだ店（24-8370）
山口薬局（42-2123）
ユニスマイル多良木いちご店 （42-6888）

たけだ眼科クリニック（人吉市） 23-3096
公立多良木病院小児科（多良木町） 42-2560

５日（火）
たかの眼科（あさぎり町） 050-1807-9656 くるみ薬局（49-9630）
田中医院（人吉市） 24-6127 高階誠心堂薬局かわらや店（24-5171）
たかはし小児科内科医院（人吉市） 24-2222 たんぽぽ薬局（23-6170）

６日（水）
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） 43-0777 きりん薬局原田店（42-6900）
堤病院（人吉市） 22-0200 ひご薬局下林店（24-1400）
やまむら小児科・内科（あさぎり町） 45-0005 エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）
山村歯科医院（あさぎり町） 45-5953

10日（日）
犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） 45-1125 くるみ薬局（49-9630）
豊永耳鼻咽喉科医院（人吉市） 22-2031 ココ薬局（22-7995）
増田クリニック小児科（人吉市） 22-3570 五日町薬局（23-6228）

17日（日）
こんどう整形外科（あさぎり町） 45-6555 きりん薬局免田店（49-9120）
外山胃腸病院（人吉市） 22-3221 うさぎ薬局（32-9621）
たかはし小児科内科医院（人吉市） 24-2222 たんぽぽ薬局（23-6170）

24日（日）
岩井クリニック（あさぎり町） 49-2181 おかざき薬局（49-2905）

ぎんなん薬局（28-3335）
山口薬局（42-2123）
ユニスマイル多良木いちご店 （42-6888）

とやまクリニック胃腸科・肛門科（人吉市） 28-3375
公立多良木病院小児科（多良木町） 42-2560

31日（日）
そのだ医院（湯前町） 43-2063 犬童薬局（43-3903）
外山内科（人吉市） 22-2003 にのまち薬局（23-6933）
やまむら小児科・内科（あさぎり町） 45-0005 エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）

※当番薬局は都合により変更になる時があります。

税目および使用料 担当課（電話番号） 納　期　限 口座振替日
介 護 保 険 料　１期 福　 祉　 課（☎ 42-1255）

４月 30 日（木） ４月 27 日（月）
住 宅 使 用 料　

建　 設　 課（☎ 42-1259）
上・ 下 水 道 使 用 料 ４月 30 日（木）

■公共料金（４月分）の納入について

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。
■歯科医は、午前10時から午後4時までです（要予約）。
■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

図書室休館日 図書室休館日図書室休館日図書室休館日

マイナンバー夜間開庁日

マイナンバー夜間開庁日

マイナンバー夜間開庁日

図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日

6Ｍ健診（R7.10月生）
3Ｍ健診（R8.1月生）

年金相談会（要予約）

年金相談会（要予約）

マタニティーファミリー教室
場所：水上村保健センター

母子手帳交付（要予約）
育児相談（要予約）

母子手帳交付（要予約）
育児相談（要予約）

ストックヤード開場日
（●えびす広場　■中山運動公園　

★黒肥地公民館　▲槻木地区）
【開場時間】
（平日） 午前9時～正午
（土・日）午前6時30分～正午

母子手帳交付
午前9時30分～午前11時
※受付午前９時15分～
育児相談
午後１時～午後３時

マイナンバーカード
夜間開庁日

【開庁時間】
午後5時15分～
　　　　　午後８時

《
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
》

■
市
房
ダ
ム
洪
水
対
応
演
習
を
実
施

▽
日
時

　
４
月
16
日（
木
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
４
月
17
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
演
習
概
要

　
⑴
沿
川
住
民
へ
の
放
流
周
知
な
ど

球
磨
川
沿
い
に
設
置
し
て
い
る

警
報
局
（
全
16
局
）
か
ら
放
送
お

よ
び
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
な

お
、
放
送
お
よ
び
サ
イ
レ
ン
吹
聴

は
、
１
日
目
の
み
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
⑵
情
報
伝
達
訓
練

関
係
市
町
村
な
ど
へ
の
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
⑶
机
上
訓
練

ダ
ム
職
員
に
よ
る
ゲ
ー
ト
操
作

な
ど
の
机
上
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
そ
の
他

 

・
演
習
の
た
め
、
ダ
ム
か
ら
実
際
の

放
流
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

・
演
習
当
日
、
降
雨
な
ど
に
よ
っ
て

実
際
の
放
流
を
行
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
演
習
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　
熊
本
県
市
房
ダ
ム
管
理
所
管
理
課

　
☎
４
４‒

０
３
０
４

  

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

　
消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
１
８
６

号
）
第
13
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
が
次
の
日
程
な
ど
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

▽
試
験
日
　
６
月
７
日
（
日
）

▽
試
験
時
間
、
種
類
、
試
験
地

※
午
前
の
部
１
種
類
と
午
後
の
部
１

種
類
が
受
験
可
能
で
す
。

▽
願
書
受
付
期
間

　【
書
面
申
請
】　
４
月
14
日（
火
）ま
で

　【
電
子
申
請
】　
４
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
11
時
59
分
ま
で

▽
問
合
せ
先

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
支
部

　
☎
（
０
９
６
）
３
６
４‒

５
０
０
５

交通事故発生状況 1 月末現在 2 月末現在
（対前年比） （対前年比）

件　数
熊本県内 283 （+15） 454 （+12）
多良木署管内 1 （  0） 2 （  0）
多良木町内 0 （  0） 1 （ +1）

死者数
熊本県内 7 （ +6） 9 （ +3）
多良木署管内 0 （  0） 1 （ +1）
多良木町内 0 （  0） 0 （  0）

傷者数
熊本県内 272 （  0） 537 （ -2）
多良木署管内 1 （  0） 2 （  0）
多良木町内 0 （  0） 1 （ +1）

人口の動き 2 月1日現在 3 月1日現在
人 口 8,114 人 8,091 人

男　性 3,806 人 3,793 人
女　性 4,308 人 4,298 人

出 生 3 人 3 人
死 亡 17 人 17 人
転 入 7 人 14 人
転 出 12 人 23 人
世 帯 数 3,569 世帯 3,561 世帯

■ ★ 31

試験時間 種類 試験地

【
午
前
の
部
】

９
時
30
分
着
席
　
10
時
開
始

【
午
後
の
部
】

13
時
着
席
　
13
時
30
分
開
始

【
午
前
の
部
】

甲
種
、
乙
種
第
４
類

【
午
後
の
部
】

乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６
類
、

丙
種

熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
、
玉
名
市
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次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

に
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
受
付
順
）

福
田　
加
代　
（
故　
寛
）多

６
区
３

中
村　
悦
朗　
（
故　
ケ
サ
ノ
）久

11
区

吉
岡　
道
太　
（
故　
メ
グ
ミ
）久

５
区

那
須　
繁
久　
（
故　
ツ
マ
子
）

多
２
区
１

今
辻　
久
光　
（
故　
豊
子
）多

３
区
２

木
村　
イ
ツ
子
（
故　
勝　
）久

５
区

高
森　
直
宏　
（
故　
ト
ミ
子
）久

３
区

　～いつまでも元気で安心して生活できる地域づく
りを目指して～
　通所型サービス A 事業は、集いの場所として体
力が低下してきた高齢者を対象とし、専門の職員と
リハビリやレクリエーションなどを行います。お元
気になっていただくことを目的として、町内 2 会場
を拠点に毎週実施しています。
●多良木町デイサービスセンター●多良木町デイサービスセンター
　（毎週火曜日　午前 2 時間程度）
●黒肥地公民館●黒肥地公民館
　（毎週月曜日　午後 2 時間程度）

　また、町内のボランティアグループ「健康づくり
サポーターなの花」の会員にもお手伝いいただき、
毎回和やかな雰囲気で楽しく実施しています。

通所型サービス A 事業の紹介通所型サービス A 事業の紹介
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　社協理事会および評議員会にて承認をいただ
き、令和８年度の事業計画が決定しました。主
な事業と本年度行事などについて紹介します。
町民の皆さん、ご参加・ご協力よろしくお願い
します。

【社協の主な事業】
◎ 生活支援・介護予防サービスの基盤整備事業
 　の推進（えびす顔サポート事業）
◎ ボランティアセンター事業
　 （ボランティア育成・ボランティアポイント
　 制度・ボランティア協力校の指定）
◎ 保育園の経営
　 （たらぎ保育園・くめ保育園のホームページ
　 を開設しています。ぜひご覧ください。）
◎ 居宅介護支援事業（高齢者対象）
◎ 訪問介護事業（高齢者対象）
◎ 通所介護事業（高齢者対象）
◎ 居宅介護事業（障がい者対象）
◎ 重度訪問介護事業（障がい者対象）
◎ 生活困窮者自立支援事業
◎ 地域福祉権利擁護事業
◎ 地区社会福祉協議会の設置と活動支援　

◎ ふれあいいきいきサロン事業の推進
◎ ふれあい陶芸教室の開催
◎ 福祉団体活動への支援と連携
◎ 福祉金庫貸付事業
◎ 生活福祉資金貸付事業
　 （新型コロナウイルス感染症に係る特例貸付
　 債権管理業務）
◎ 心配ごと相談事業
◎ 日本赤十字社会費募集活動
◎ 赤い羽根共同募金活動

社協の主な行事等
月 行　事　等　の　内　容

４ ・ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯およびねた
きり者調査

８ ・親と子の集い
  （ひとり親家庭の体験学習及び社会見学）

９
・たらぎ社協福祉まつり
・社協並びに老連共催グラウンド・ゴルフ大会

10 ・ボランティア養成講座
12 ・歳末たすけあい援護活動
２ ・社協並びに老連共催ワナゲ競技大会

令和８年度令和８年度　社協の主な事業・行事計画について　社協の主な事業・行事計画について


